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インフルエンザの感染力を思い知った週の初めでした。先週末は教室に１～２名だったはずの感染者が 

今週になって急に何倍にも増えていました。12日（火）、13日（水）と急きょ学年閉鎖になった保護者

の皆様には、ご理解・ご協力をいただきありがとうございました。お陰様で 14日（木）からは回復した

子供たちが登校を再開し始めましたが、全校的にはまだ感染の傾向が残り、引き続き注意が必要です。 

 学期末に計画していた第 2回校長杯計算大会は、結局来週 19日（火）に「たし算の部」のみ行うこと

にしました。全校で競い合うこともですが、一人一人が 1学期の第 1回大会の時の点数よりもよい記録と

なることを期待しています（「のびたで賞」も用意しました）。次の週末に少 

しは練習をして、はりきって本番に臨んでください。 

12月 10日は世界人権デー 本校でも関連の取組を行いました 

 だれもが安心して自分らしく生きる権利「人権」について考えたり、体験的に 

感じ取ったりして学習しました。すでに一度HP等で紹介したものもあります。 

★３・4年生の「人権教室」・・・ 去る 11月 24日（金）に、黒部地区の人権擁護 

委員の皆さんに「人権」について詳しく教えていただきました。紙芝居の内容 

              も分かりやすく、思いやりの大切さを考えることができました。 

              ★ぽかぽか言葉で心を伝える「ぽかぽかポスト」 

                      計画委員会が企画しました。ぽかぽか言葉を使っ 

              てのメッセージを専用のカードに書いてポストに入 

              れると、その人に届けてもらえます。「紹介 OK」 

              のメッセージはお昼のランチルームでも紹介されま 

              した。なんと私（校長）にも書いてくれた子がいま 

              した。ありがとう！ 

        ★みんなで協力「スマイル集会」 

         ６年生が企画しました。荻っ子 

        班（１～５年生）が校内をウォ－ 

        クラリーで回りました。大縄跳び、 

        空き缶つみ、クイズ等に取り組み 

        ながら「一人一人を大切に、助け 

        合うこと」「ぽかぽか言葉 

を使って仲を深め、メンバーのよいところを 

見つけること」という目当てが自然と意識さ 

れていました。笑顔がいっぱいでした。 

 子供たちには、まずは自分のすぐ周りから、 

お互いの人権を認め個性を尊重し、思いやり 

の心で関わり合うことで、一人一人が安心し 

て生活できる社会を作っていってほしいです。 
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よい姿勢で「かしこく元気な子供」になりましょう 
 今月の「ほけんだより」でもお知らせしましたが、去る７日（木）の学校保健委員会では、よい姿勢でい 

   ることが「かしこく元気な子」になる土台だということでした。 

                     その後、各教室を回ると、授業時間には以前よりも少し姿勢

に気を付けて勉強する子が増えたようで、効果を感じます。 

これからも自分のためによい姿勢を心がけていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 
 
シリーズ「教室におじゃまします」12/12（火）１年生活科の巻 

 この日は、市内の支援学校に通っている「さきちゃん」との交流の日でした。 

               小学校に入る直前まで同じ保育所だった子が 

               ほとんどだったので、みんなこの日を楽しみ 

にして「あそぼうよしゅうかい」の計画や準 

備を深本先生といっしょに進めてきました。 

                司会進行や挨拶などはすべて子供たち自身 

               で行います。ゲストのお友達を大切に、そ 

               して自分たち自身も楽しめるようにと工夫 

               した運動やゲームがたくさんでした。 

 また、この時間は特別に４年担任の松島先生もいっしょに参加していまし 

た。子供といっしょに思い切りドッジボールをしたり、作戦タイムに加わっ 

たりしてくれたので、みんな大喜びでした。 

 後半は教室に戻り、ガチャポンです。手作りの装置のペットボトルのハン 

ドルをぐりぐり回すとカプセルトイが出てきます。中身は折り紙等々･･･。 

友達の様子をのぞき込む姿も楽しそうでした。そして感想タイム。全校 

集会や２年生とのお楽しみ会の経験を生かし、インタビューする子もさ 

れる子も上手でした。「ドッジボールをみ 

んな楽しんでくれてよかったです」「さき 

ちゃんと仲良くできてよかったです」と、 

自分たちで計画した集会らしいコメントが 

次々と出され、聞いていて感心しました。 

 

おまけの＜ひとりごと＞1 年生の「みんなであそぼうよしゅうかい」の感想タイムでは、たくさんの子が進んで手を上げていまし
た。インタビュー係の子が手にしっかり「透明なマイク」を持って、「学年と名前を言ってください。」 そのマイクを向けられ
た子は「1年の○○○○です！ ～です。」･･･「1年の」は今回特に言わなくてもいいのですが、そこは体育館での全校集会の経
験がしっかり印象に残っていたのでしょう。一生懸命答える姿がかわいらしかったです。時間がたりなくて残念ながら全員は発
表できませんでしたが、強く心が動いたからこそ、たくさんの手が挙がっていたのだと思います。本当に素敵な光景でした。 


